



経済研究所 / Institute of Developing
























































































































































































































































































































などの日本の若者問題を中心に扱ったものであるが、高 歴化が進む湾や韓国と 事例比較などは 新興アジア諸国が今後抱えうる問題の参考になるかもしれない。　
急速な経済成長とともに、教育機
会が均等化し、若者の高学歴化 進む一方、社会の二極化や階層格差に悩む新興国は多い。教育面で 格差問題を論じた文献として、
内田伸子
・
浜野隆『世界の子育て格差：子どの
貧
困
は
超
え
ら
れ
る
か
」（
金
子
書
房
二〇一二）がある。本書では、幼児
期の保育・教育の機会均等化が格差是
正
の
鍵
を
握
る
こ
と
を
説
い
て
お
り、
中国・韓国・ベトナム・モンゴルや発展途上国における幼児期の教育格差についての調査結果が分析されている。また、中 農村部で親が都市部に出稼ぎに行き、教育レ ルの低い祖父母に田舎で育てられる「留守児童」に多くみられる社会性や情緒面
の
発
達
問
題
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら、
幼児期の教育機会均等の重要性を説明している。　
最後に、教育の機会均等化が世界
的に高いレベルに達しても、なお新たな格差が生まれる様子を論じているのが、
石川裕之『韓国の才能教育
制
度：
そ
の
構
造
と
機
能
』（
東
信
堂
　
二〇一一）
だ。韓国の大学受験戦争
の厳しさは日本でも耳にするが、熾烈な競争原理の背景には、数学・科学分野で優れた能力をもつ子供の才能教育を国が公教育 なかで政策的に推し進めている現実がある。本書は、韓国の教育の歴史を概観しながら、才能教育の実態、選抜方法、教育プログラムと才能教育制度そのものの課題について論じている。新興アジア諸国が、教育機会均等 成功の後に直面しうる新たな教育格差を考える際の参考資料となりうる。（お
お
く
ぼ
　
の
ぞ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究所
　
図書館）
ア
ジ
ア
新
興
地
域
の
教
育
大
久
保
望
美
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